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今次教研で論じられた内容と今後の課題 

 

今次三重県教研では、計６本の報告書で３つの柱にそって討議がおこなわれた。討議の内容

や助言・課題も含め、以下にまとめる。 

 

（１）さまざまな教材をいかした平和教育 

南勢志摩支部からは、昨年度今年度と第３学年を担任し、子どもたちが戦争や平和に対する

意識がどのように変化しているか考える機会を設け、平和の大切さや戦争の悲惨さを学ぶ入り

口となるよう戦争を題材とした絵本の読み聞かせから、感じたこと大切だと思ったことなどを

発表しあう実践報告があった。戦争のつらさを知るとともに、平和のすばらしさを感じてほし

いという報告であった。 

伊賀名張支部からは、名張市のグループ研究会における平和教育についての報告があった。

教員自身の平和に関する知識や引きだしを増やす活動の一つとして元教員の方を招き、この方

がシンガポールの図書館を訪れたさいに見た、第二次世界大戦中に日本に占領されていたシン

ガポールの資料から、「戦争に関わる話をするときは、加害・被害のどちらの立場もあることを

忘れないようにすることが大切だ」という報告があった。また、語り部を招く際に重要なこと

として、「必ず教員が事前に話を聞くこと」「子どもたちにどんな話をしてほしいかを教員がは

っきりと意思をもっておくこと」をあげ、平和教育について学びを深めたり、平和について考

えることのできる教材や話題を増やしたりしていくことが大切である報告がなされた。 

討論では、個に応じた児童生徒に対応する今日の教職員の多忙業務のなか、どのようにして

平和教育をおこなっていくかについて課題が出された。また、ＳＮＳを自由に見聞きできる環

境の子どもたちは自分のすきなものだけを見ていることが多く、多種多様な情報をえることが

容易でないという課題が出された。そのため、年齢・発達段階に応じて計画的に平和教育をす

すめていくことが必要などの意見が出された。 

 

（２）地域や語り部から学ぶ平和教育 

 津支部からは、戦争と平和を題材にした絵本の読み聞かせ、戦争体験者として自身の体験を

語りつなぐ語り部の方との出会い学習、国語科「ちいちゃんのかげおくり」（光村図書）の学習

を通して、命の尊さや平和の大切さをあらためて考え直す実践報告であった。「津平和のための

戦争展」実行委員会をしている方に来校していただき、その方のご家族は赤紙が来てから何度

もあいさつの練習をしたが、いざ出征のときに一言も言えなかったという実体験を話してくれ、

「津でも戦争があったと初めて知った。戦争はだめだという気もちが強くなった」という感想

の報告があった。 

鈴鹿亀山支部からは、登校日の「平和学習」をきっかけに、総合的な学習の時間に「平和学

習」をおこない、日本の戦争について知るとともに、自分たちの住んでいる鈴鹿市でも戦争が

あったことについて学習した報告があった。学習では学習支援動画を視聴したり、戦争当時の

子どもたちのようすを調べたりしたものをまとめ、交流した。子どもたちは「生きていくだけ

でもたいへんな戦争は二度としたくないと思った」、平和のためにできることとして「戦争のこ

とをたくさん調べ、たくさん戦争のことを知る。戦争を繰りかえしてはいけないことをみんな



に伝えていく」などという感想をもったという報告があった。 

討論では、自分たちの地域に学習教材があることは本当に貴重なことで、子どもたちの方が

教員よりもよく知っている場面では、子どもたち主体で授業がすすめられていくことがとても

すばらしいという意見が出された。児童生徒たちのなかには外国につながる子もたくさんいて、

さまざまな国の戦争問題をあつかう際は十分に配慮してすすめていく必要があると確認された。 

 

（３）学校における平和教育活動の位置づけ 

三泗支部からは、「戦争を知らない世代の考えや行動」から平和学習をすすめた実践報告があ

った。報告者自身が大学生のときから携わっている広島とうろう流しをとりあげ、慰霊を中心

とする式典および世界の平和を考えメッセージを発信する場であることを伝え、観光としてみ

る立場・平和学習として見る立場で、立場のちがいや立ち振る舞いを考えさせる報告があった。 

松阪多気支部からは、教科担任制、読書活動担当としてできる平和教育をとりあげ、第５学

年国語科「たずねびと」（光村図書）の教材から「戦争はおこってほしくない」だけではなく「平

和な世をどうしたらつくっていけるか」という視点を子どもたちにもたせ、平和図書コーナー

を作り広島や長崎の原爆投下や東京大空襲について関連図書を置き、子どもたちに興味関心を

もたせるとりくみの報告があった。国語科では、絵入りの自作のワークシートで戦争があった

ころをイメージ化しやすいようにし、少しでも自分ごとと考えてほしいというとりくみであっ

た。 

討論では、多くの人が戦争で被害を受けた地域を訪れるきっかけが観光であったとしても、

戦争・平和について考える機会となってほしいという話が出された。また、戦争をおこさない

ために自分たちができること、例えば選挙・伝承・地域学習など子どもたちからこれらの考え

が出されるような学習になると平和学習はさらに深まるのではないかという話しあいがなされ

た。 

 

成果と今後の課題 

 学校における平和教育活動をどのようにすすめていくかについて議論があった。助言者から

は、さまざまな立場をふまえ、子どもたちにとってよりよい平和学習にするためには、被害・

加害・加担・抵抗の４つの視点を大切にしながらすすめていくことが確認された。また、子ど

もの日常の平和（人権保障）を大切にすること、子どもの学びたいという気もちを高めようと

考えること、「希望」「展望」をもたせることを大切な観点として、教職員自身が、学びつづけ

仲間を増やしながら、視野のひろい平和学習をめざしてほしいという提言もあった。 
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１．はじめに 

 

第二次世界大戦が終結してから 79 年が経過した。この長い年月のなかで戦争の影響を受け

た人々や国々は、平和の維持と促進にむけてさまざまな努力をつづけてきた。日本においても、

戦争の惨禍を繰りかえさないために、平和教育は重要な役割をはたしてきたといえる。一方で、

戦争を経験した世代が減少し、戦争を直接知らない世代が増加していく世の中において、戦争

の悲惨さやその教訓をどのように次世代へ継承していくかが課題となっている。 

本実践にむけた事前学習として、夏休みの登校日に「平和について考えよう」をめあてとし、

日本の戦争の歴史の動画視聴と、教員のヒロシマ平和行動での体験談を聴く時間を設けた。教

育用動画サイトの戦争に関する特集のなかから、いくつか動画を見せた。太平洋戦争のようす

や戦争当時のくらし、子どもたちのくらしをはじめて深く知った子どもたちからは、「戦争はほ

んとうに恐ろしいものなので、二度と起こらないようにしていきたい」「戦争のときのくらしは、

今とは全然ちがって自分だったらいやだと思った」「苦しい生活をしていたとわかった」といっ

た反応があり、戦争を自分と遠い過去の出来事だと認識していることが分かった。また、教員

のヒロシマ平和行動の体験談を聞いたあとは、「今も平和祈念式典などがおこなわれているの

は、戦争のこわさを忘れないため、平和への思いを受けつぐためなんだと知った」「自分たちと

同じような子どもたちが堂々と話していてすごかった。自分も何かできることがあるのかなと

思った」などという声があり、現在の平和へのとりくみについて知ることができたようだった。 

このような子どもたちのようすから、「戦争の背景や経緯を知ること」「戦争を身近に感じさ

せること」「平和を持続、実現していくために自分たちにできることを考えさせること」が必要

だと感じたため、5年生 3学期の総合的な学習の時間に平和学習をおこなった。 

 

２．平和学習のとりくみについて 

 

 登校日の平和学習をきっかけに、第 5 学年の総合的な学習のとりくみのなかで、平和学習を

おこなうこととした。日本の戦争について知るとともに、自分たちの住んでいる鈴鹿市でも戦

争はあったのかということにつなげ、平和学習をすすめていった。 

 

１時間め：日本の戦争の歴史を知る 

 

登校日の平和学習で、「日本でも戦争があり、広島と長崎に原子爆弾が落とされた」という事

実は理解しているが、その背景や経緯については理解していないことが分かったため、日本の

戦争の歴史の全体像について把握する機会として、1931年から終戦までの年表を作成した。「何

がきっかけで、どこの国と戦争になったか」「どのくらいの期間、戦争がつづいたのか」「日本

が戦場になったのはいつ・どこでか」などを確認しながら年表にまとめさせた。また、日中戦

争・太平洋戦争と国民生活に関連する教育用動画サイトの動画を視聴し、戦時下のくらし、戦

争の悲惨さをイメージさせながら学習させた。 

 

 

 



子どもがまとめた年表 

 

 

～授業後の感想～ 

日本が戦争をはじめたきっかけになっていたことが分かった。戦争のせいで、子どもまでも

が働かされていることが分かった。 

大不況のとき、しんりゃく以外の国内復活の方法はなかったのかなと思った。子どもからこ

うれい者まで戦争にかかわっていたと分かった。戦争は悲しみしか生まないのに人類はそれ

をやめられないのだろうか。国内復活のためにせめたのに国内はあっかしていた。 

日本がかかわっている戦争は 2年くらいかと思っていたけど、15年も戦争があったとはじめ

て知った。 

戦争のために子どもまでもが働いて、ご飯もそまつなものばかりだった。わたしたちは働い

ていないし、ご飯もおいしいものを食べている。今だったらありえないことばかりでした。 

 

 

２時間め：鈴鹿市の戦時中の軍事施設のようすを知る 

 

 １時間めに、日本の戦争の歴史や背景について学習したが、より身近なものにするために、

自分たちが住んでいる鈴鹿市が生まれた経緯や軍事施設について学習した。まず、鈴鹿市は、

1942年に軍が主導となり、海軍工廠を中心とした町づくりをすすめるために誕生した市である

ことを確認した。次に、鈴鹿市は軍都と呼ばれ、市の 11％を軍の施設が占めていたこと、さま

ざまな軍事施設があったことを写真や動画を用いて確認した。そして、市内のいろいろな地域

には掩体
えんたい

や弾薬庫などの軍事施設の一部が今も残っていること、軍事施設の跡地が工場や学校、

商業施設等に変わったことも確認した。 

 

～授業後の感想～ 

鈴鹿市は戦争とかかわっているとは知っていたけれど、戦争のためにつくられていて、とて

も戦争とかかわっていたのがびっくりした。自分の住んでいるところも工場とかがあって武

器を作っていると知った。 

鈴鹿市が生まれたけいいや目的が知れた。鈴鹿市と戦争に深い関わりがあることが分かっ

た。当時鈴鹿市は、軍事施設が大量にあったと分かった。 

鈴鹿市には戦争にかかわる建物が多くあり、今も戦争を忘れないように建物を残しているこ

とを知った。掩体のこと、気象兵がいたことも知って、そんなものがあったのかと思った。 



軍事施設はいろんなところにあるけど、鈴鹿市にも戦争の施設はいっぱいあるのが分かっ

た。 

 

 

３時間め：鈴鹿市の空襲や当時の子どもたちのようすを知る 

 

登校日の授業で、「広島と長崎に原子爆弾が落とされた」ということは、多くの子どもが知っ

ていたが、鈴鹿市の戦争の被害については多くの子どもが理解していないということが分かっ

たため、鈴鹿市内の空襲のようすや勤労動員のようすについて書かれた文章を読んだり、勤労

動員に関連する教育用動画サイトの動画などを視聴したりし、身近なところで空襲があったこ

と、子どもたちが戦争に影響を受けたくらしをしていたことを学習した。 

 

～授業後の感想～ 

戦争のときは、学校に行っても勉強はできなく仕事をしていたこと、この近くでも空襲が鳴

り響いていたことを知った。そのときに生きていた子どもたちは、戦争に苦しめられていて、

今の自分たちが戦争を起こさないためにも努力していきたい。 

空しゅうが近くであったことを知った。地しんのゆれとまちがえるくらいすごいしんどうで

それだけ強力なもの。 

毎日のように空しゅう警報が鳴り、防空ごうに入って、真っ暗ななかで過ごしていたと思う

と今ではとてもありえないことだと思った。子どもたちは勤労動員をしていて、大きい工場

でいつ爆弾が落ちてもわからないというなかで、覚えが悪いと殴られると思うととてもこわ

くなった。今でも戦争をしている国があるから、このような生活をしていると思うと、わた

しだとたえられないと思った。 

戦争の話を聞くだけでどれだけこわいかおそろしいのかが分かった。自分たちと同じような

年齢の子が働いていたりしてて、自分だったらこんなことができないと思う。 

 

 

４・５時間め：当時の子どもたちのようすを調べ、まとめる 

 

 ３時間めまでの学習を終え、当時の世のなかや子どもたちのようすについて、今とのちがい

に驚き、関心をもつ子どもたちが多くいた。そこで、当時の子どもたちのようすを「衣・食・

住・遊び・学校のようす・家庭でのようす・その他」などテーマを決め、調べ学習をおこなっ

た。 

 これまでの学習で子どもたちからは、「今とのちがいが大きそうだからこれについて調べて

みたい」や「昔は食べ物とかを自由に買えなかっただろうから、今と食べているものもちがう

のか」などの声があがっており、本やインターネットを活用しながら意欲的に調べ、まとめて

いる姿が見られた。 

 

 



子どもの作成した資料の一部 

  

  

  

 

 

６時間め：当時の子どもたちのようすを調べたことを交流する 

 

４・５時間めに調べ、まとめたことを交流した。友だちの発表を聞くなかで、今の生活との

ちがいをあらためて理解し、驚くようすが見られた。また、子どもたちからは「これについて

もっとくわしく調べてみたいな」「これも気になるな」という声も聞こえてきた。 

 

～授業後の感想～ 

昔は、国全体が戦争があたり前になってなにもかもがかこくなことになっていった。生きて

いくだけでもたいへんな戦争はもう二度としたくないと思った。学校もかこくで、いろいろ

戦争のためのことをしていたと分かった。 

食べるものも着るものも学校生活も、すべてが現在とは全くちがうくてびっくりした。お金

もちの人は何をしてもいいと思っていたけど、お金持ちの人でも高級な米を弁当に入れてい

ったら「非国民」と言われると知ってびっくりした。 
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戦時中と今のくらしでは、大きくちがいがあると分かった。食料は今ではあたりまえ、でも

戦争のときはあたりまえではないことをしった。だから、食料にはかんしゃをし、あたりま

えではないというのをわすれないでいく。 

今の生活とは全くちがう生活をしていたと分かった。授業もすべて戦争関係の勉強をしてい

て、昔は戦争のために生きているみたいだなと思った。食べ物も決められていて、すきなも

のを食べられなく、量まで決められていた。とてもつらかったと思う。 

 

 

７時間め：今の自分が平和のためにできることを考え、交流する 

 

 今までの学習から、戦争の恐ろしさ、当時の生活のたいへんさなどを実感したようすであり、

平和への思いが高まったように感じた。そこで、今の自分にできることは何か、クラスで何を

していったらよいかを考え、交流する時間を設けた。 

 

子どもが考えた平和のためにできること 

  

  

  

 

 

 

 



３．成果と課題 

 

はじめ子どもたちは、戦争に対して「日本で遠い昔におこなわれていたこと」「今はほかの国

同士で起きていること」などの漠然としたイメージをもっていた。しかし、戦争が起きた背景

や経緯について知り、市内の軍事施設の写真を見たり、当時の空襲のようす、生活のようすを

学習したりするなかで、戦争を身近なものとしてとらえ、戦争のない平和なくらしを持続して

いくための使命が自分たちにもあるということを実感することができたのではないかと感じた。

特に、市内に今も残っている軍事施設の写真や、軍事施設の跡地が学校や工場、商業施設にな

っているというような資料、この地域での空襲の被害など、地域をあつかった教材は、子ども

にとって身近に感じるものとなっていたように感じた。また、「今の自分が平和のためにできる

こと」を考えることで、自分たちの行動が平和を維持していくことにつながるということ、未

来の平和を実現するために何かできることを考えていくことの重要性に気づくこともできた。

クラスのなかで起きているような小さなもめごとが戦争のような大きな争いにつながっていく

のだろうと考えることができている子どももいた。自分で考えたことを実現できるよう行動で

きるように意識させていきたいと思う。 

しかし、本実践では、実際に戦争を体験した人の話を聞くことや、現地に赴き軍事施設跡や

戦争遺跡を見る機会をつくることができなかった。今年度はそのような機会を設けていき、昨

年度の学習だけで終わるのではなく、今後の学習活動やとりくみにつなげていきたい。 

 

 

４．おわりに 

 

 今回の実践から、子どもたちに平和学習をおこなうことの大切さをあらためて感じることが

できた。さまざまな教科で学習内容が増えていき、平和教育の時間を十分に確保することはむ

ずかしい。しかし今の平和を次世代へ継承していくために、子どもたちに平和教育をおこなっ

ていくことはかかせないことである。子どもたちが戦争の歴史やその影響を理解し、自分たち

の未来に対する責任を感じられるようにしていかなければならない。教育の現場で平和の意義

を伝えることは、単に知識を教えることではなく、未来を担う子どもたちに思考力や共感力を

育むことでもある。平和教育を実践するなかで、次世代に平和の価値を伝えていくことが、わ

たしたち教員に課せられた責務であることを再認識することができた。今後もその実現にむけ

たとりくみを継続しておこなっていきたい。 


